
  

 

 

広島経済大学キャリアアップ・プログラム・メールマガジン 第 192号（2017.07.20発行） 

このメルマガは、どなたに転送いただいても構いません。 

なお、本メールが不要な方は career-up@hue.ac.jp までご連絡ください。 

【お知らせ】 

 2017年度の受講生を募集しております。講座の詳細は HPをご覧ください。 

≪キャリアアップ・プログラム≫  http://www.hue.ac.jp/lecture/careerup/index.html 

 

≪カルチャー講座≫         http://www.hue.ac.jp/lecture/culture/index.html 

 

※1学期の講座が終了しました。 

現在、2・3学期の受講生を引き続き、募集しています。 

 

【目次】 

・巻頭言・・・・・・広島経済大学 経済学部     

            経済学科 教授 福居 信幸 

・広島経済大学 HPの紹介 

・キャリアアップ・プログラム（CP）/カルチャー講座（CS）または本学に関する、ご質問やお問い合わせ

 

■巻頭言 

   広島経済大学 経済学部     

経済学科 

教授 福居 信幸  

1学期 CP講師『国際金融の基礎』 
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「オリンピックに思うこと」 

 

 多くの学生は、2020年の東京オリンピック開催を楽しみにしている。単に開催地で日本選手を応援できるというだけでな

く、日本の文化や優れたテクノロジーを多くの外国人にみてもらいたいとか、オリンピックの経済効果にも大きな期待を寄せ

ている。高度経済成長がスタートした年に生まれ、バブル時代も謳歌した身としては、今まで、そうした高揚感を味わえる機

会が少なかった若者たちにとって、どれだけ待望のことであるかは良く理解できる。招致活動の謳い文句であった「今、ニッ

ポンにはこの夢の力が必要」は、私にはやや押し付けがましく聞こえるが、彼らの気持ちを代弁するものであるのかもしれ

ない。 

しかし、今回のオリンピックには以下のような「不都合な真実」もある。 

第一に、「アスリート・ファースト」が虚しく聞こえる 8月の炎天下の開催である。また、皆が見たいと思う競技の多くは、日

本のゴールデンタイムには行われない。この背景には、オリンピックの商業主義がある。前回の東京大会のような 10月開

催では、放映権収入が一番見込める欧米のプロスポーツの開催時期とぶつかり招致できなかったであろう。ただ、こうした

状況は、北京でもリオでも同じであったことを考えると、「大人の事情」として受け入れざるを得ないのかもしれない。 

 第二に、オリンピックにはマイナスの経済効果もある。最近の某メガバンク系シンクタンクのレポートによれば、30兆円

（うち 28兆円が付随効果）のプラスであり、招致活動が盛んであった 2013年には「100兆円以上」とぶち上げた試算もあっ

たが、それよりはかなり控えめである。といっても 30兆円には、経済学では「代替効果」として良く知られている負の要因が

反映されていない。すなわち、建設資材価格の高騰や建設労働者の需給の逼迫で復興需要が遅延したことでもわかるよう

に、必要な非五輪関連の建設事業の遅延と非五輪関連支出の抑制がある。また、滞在費の高騰や混雑による五輪目的以

外の観光客の減少や、非開催地である地方の観光客の減少も懸念される。加えて、前回の東京大会直後の「40年不況」

や、バルセロナ、アテネ、北京などの大会でもみられた需要の反動減もある。しかし、マイナス要因を考慮した経済効果の

試算にはあまりお目にかったことがない。世間の期待に水を差すのは憚れるということなのだろうか。もっとも、「やってみな

いと分からないのでは？」という学生の無邪気な意見を聞くと、「（期待外れになるとは思うけど）乗っかってみよう」という気

にもなったりする。 

第三に、オリンピックを「錦の御旗」にする近頃の風潮がある。政府は、オリンピック開催前に「国際組織犯罪防止（TOC）

条約」に加盟する必要があり、そのためには過去３度も廃案になった「共謀罪」の成立が必要として強引に採決した。しか

し、TOC条約自体は、犯罪集団による金銭的な利益を目的とした国際犯罪が対象であって、「共謀罪」をオリンピック開催

に必要な「テロ等準備罪」と呼ぶのは些か無理がある。さらに、オリンピックとは全く関係のない憲法改正について、その期

限を 2020年にするとまで言い出した。 

学生たちには、以上の「不都合な真実」にも目を向けてもらったうえで、オリンピックを大いに楽しんでもらいたい。しかし、

私はというと、「錦の御旗」を前にしても臆せずに、「異論」にも耳を傾けて欲しいと説かないといけないので、少し憂鬱な気

持ちにもなる。 

 

■広島経済大学 HPのご紹介 

▸６月１日より、ホームページがリニューアルされました。大学のニュースやイベントなど、より充実した内容でご覧いただけ

ます。また、スマートフォンからもより見やすくなっております。 

【広島経済大学 HP】http://www.hue.ac.jp/ 

また、キャリアアッププログラムのページについても、随時リニューアルされますので、そちらも楽しみにお待ちください。 



 

▸梅雨が明け、待ちに待った夏休み！といきたいところですが、学生たちを待ち構えているのは、定期試験です。教育・学習

支援センターのある明徳館でも、遅くまで残って勉強している学生が目立つようになりました。明徳館の学習スペースを存

分に活用し、試験を乗り越え、楽しい夏休みを迎えてもらいたいものです。 

 

■キャリアアップ・プログラム（CP）やカルチャー講座（CS）または本学に関する、ご質問やお問い合わせは下記の連絡先

へご連絡ください。 

〒731-0192 

広島市安佐南区祇園五丁目 37-1 

広島経済大学  教育・学習支援センター 

お問い合わせは電話番号（082）871-9345 または E-mail career-up@hue.ac.jp までどうぞ。 

 

 

career-up@hue.ac.jp
http://www.hue.ac.jp/lecture/careerup/index.html

